
ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託（米ドル建て）

ファンド設定⽇︓2014年11⽉13⽇

1口当たり純資産価格・純資産総額の推移（米ドル・百万米ドル) 1口当たり純資産価格・純資産総額

騰落率（税引前分配⾦再投資）（％）

最近の分配実績（税引前）（米ドル） 資産構成⽐率（％） 運用概況

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

※
※
※

この資料の各グラフ・表に記載されている数値は、表⽰桁未満がある場合は四捨五⼊して表⽰しています。
この資料に記載されている構成⽐を⽰す⽐率は、注記がある場合を除き全てファンドの純資産総額を100％として計算した値です。
このページの各グラフ・表に記載されている数値は、SMBC⽇興ルクセンブルク銀⾏から提供を受けたデータおよび情報を基に記載しています。

設定来累計

当月末の1口当たり純資産価格は、
145.78米ドル（前月比+2.96米ドル）と
なりました。
また、月間騰落率は、+2.1％となりまし
た。

合計 100.0 0.0 分配の実績はありません。

※ 分配⾦は1口当たりの⾦額です。過去の実績を
⽰したものであり、将来の分配をお約束するもの
ではありません。

※ 組⼊投資信託の正式名称は「ブラックロッ
ク・グローバル・ファンズ－グローバル・アロ
ケーション・ファンド（クラスＸ2）」です。

101.0 +0.8 
現⾦等 -1.0 -0.8 
組⼊投資信託

期 年⽉ 分配⾦ 当⽉末 前⽉⽐

■
■

■

グラフは過去の実績を⽰したものであり将来の成果をお約束するものではありません。
1口当たり純資産価格および税引前分配⾦再投資1口当たり純資産価格はファンドに係る報酬・
費用等控除後です。後述の「ファンドの費用」をご覧ください。
税引前分配⾦再投資1口当たり純資産価格は、税引前の分配⾦を分配時にファンドへ再投資し
たとみなして算出したものです。

１年 2023/02/28 13.2 
３年 2021/02/26 0.9 

設定来 2014/11/13 45.8 
 ■
 

 ■
 

■

ファンドの騰落率は税引前分配⾦を再投資した場合の数
 値です。

ファンド購⼊時には購⼊時⼿数料、換⾦時には税⾦等の
 費用がかかる場合があります。

騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。

３カ⽉ 2023/11/30 7.4 
６カ⽉ 2023/08/31 8.0 

現地基準⽇ ファンド
１カ⽉ 2024/01/31 2.1 

1口当たり純資産価格（米ドル） 145.78 +2.96 
純資産総額（百万米ドル） 87.30 0.78 

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト
日興ブラックロック・ハイ・クオリティ・アロケーション・ファンド（米ドル建て）

当⽉末
前⽉⽐

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇
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14枚組の1枚目です。



ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託（米ドル建て）

当⽉騰落率︓4.7% 当⽉末︓4.25%　　前⽉末︓3.91%　　変化幅︓0.34%

当⽉末︓2.41%　　前⽉末︓2.17%　　変化幅︓0.25% 当⽉末︓150.7　　前⽉末︓147.6　　騰落率︓2.1%

当⽉末︓163.3　　前⽉末︓160.0　　騰落率︓2.1% アメリカドル　当⽉末︓5.77%　　前⽉末︓5.55%　　変化幅︓0.21%
ユーロ　当⽉末︓4.33%　　前⽉末︓4.19%　　変化幅︓0.14%

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

※
※
※

DataStream等のデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成。インデックス等は注記がある場合を除き、原則として現地通貨ベースで表⽰しています。
為替レートは⼀般社団法⼈　投資信託協会が発表する仲値（TTM）、ヘッジコストは該当通貨の対円のスポットレートと1ヵ⽉物フォワードレートで算出し年率換算した値です。
作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等をお約束するものではありません。

市場動向
MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス アメリカ10年国債利回り（％）

ドイツ10年国債利回り（％） 円/アメリカドル（円）

円/ユーロ（円） 為替ヘッジコスト（％）

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト
日興ブラックロック・ハイ・クオリティ・アロケーション・ファンド（米ドル建て）

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇
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14枚組の2枚目です。



ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託（米ドル建て）

資産配分の推移（過去12カ⽉）（％）

資産構成⽐率（％） 地域構成⽐率（％）

通貨構成⽐率（％）

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

ユーロ 11.7 +0.1 

※ このページに記載されている構成⽐を⽰す⽐率は、注記がある場合を除き全て「ブラックロック・グローバル・ファンズ－グローバル・アロケーション・ファンド」の純資産総額を100％として計
算した値です。

⽇本円 8.1 -0.3 
イギリス ポンド 4.8 +0.1 
その他 15.0 +0.1 

アメリカドル 60.4 +0.1 
当⽉末 前⽉⽐

+0.3 
現⾦等 2.2 -1.4 アジア・パシフィック 1.5 -0.1 
合計 100.0 0.0 その他 9.2 

+0.4 
債券 28.0 -1.5 欧州 21.7 -2.1 
商品関連 0.0 0.0 ⽇本 6.3 

+3.0 
当⽉末 前⽉⽐ 当⽉末 前⽉⽐

株式等 69.8 +2.9 北米 59.2 

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト
日興ブラックロック・ハイ・クオリティ・アロケーション・ファンド（米ドル建て）

※ このページは組⼊投資信託をシェアクラスとして含む「ブラックロック・グローバル・ファンズ－グローバル・アロケーション・ファンド」について、ブラックロック・ジャパン
株式会社から提供を受けたデータおよび情報を基に記載しています。

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇
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14枚組の3枚目です。



ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託（米ドル建て）

国・地域構成⽐率（％） 業種構成⽐率（％）

組⼊上位10銘柄（％）

国・地域構成⽐率（％） 種別構成⽐率（％）

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

※ このページに記載されている構成⽐を⽰す⽐率は、注記がある場合を除き全て「ブラックロック・グローバル・ファンズ－グローバル・アロケーション・ファンド」の純資産総額を100％として計
算した値です。

その他 5.6 +0.1 
アジア・パシフィック 1.3 -0.1 その他 1.7 -0.1 
⽇本 0.0 -0.0 社債 10.7 +0.4 
欧州 9.6 -1.4 転換社債 0.1 -0.0 
北米 11.4 -0.1 国債・政府機関債等 15.5 -1.7 

債券のポートフォリオ内容

当⽉末 前⽉⽐ 当⽉末 前⽉⽐

9 MASTERCARD INC CLASS A アメリカ ⾦融 0.9 
10 BOSTON SCIENTIFIC CORP アメリカ ヘルスケア 0.6 

7 BAE SYSTEMS PLC イギリス 資本財・サービス 1.0 
8 JPMORGAN CHASE & CO アメリカ ⾦融 1.0 

5 ALPHABET INC CLASS C アメリカ コミュニケーション・サービス 1.2 
6 ASML HOLDING NV オランダ 情報技術 1.0 

3 NVIDIA CORP アメリカ 情報技術 1.5 
4 APPLE INC アメリカ 情報技術 1.5 

1 MICROSOFT CORP アメリカ 情報技術 2.9 
2 AMAZON COM INC アメリカ ⼀般消費財・サービス 1.8 

※ 業種はGICS（世界産業分類基準）による分類
です。

銘柄 国・地域 業種 ⽐率

その他 3.6 +0.2 その他 23.4 -0.4 
アジア・パシフィック 0.1 -0.0 ヘルスケア 9.2 +0.1 
⽇本 6.2 +0.4 ⼀般消費財・サービス 9.2 +1.0 
欧州 12.1 -0.7 ⾦融 9.8 +0.0 
北米 47.8 +3.1 情報技術 18.2 +2.2 

株式等のポートフォリオ内容

当⽉末 前⽉⽐ 当⽉末 前⽉⽐

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト
日興ブラックロック・ハイ・クオリティ・アロケーション・ファンド（米ドル建て）

※ このページは組⼊投資信託をシェアクラスとして含む「ブラックロック・グローバル・ファンズ－グローバル・アロケーション・ファンド」について、ブラックロック・ジャパン
株式会社から提供を受けたデータおよび情報を基に記載しています。

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇
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14枚組の4枚目です。



ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託（米ドル建て）

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

ファンドマネージャーコメント
＜市場動向＞
（株式）2月の米国株式市場は上昇しました。月央にかけてはFRB（米連邦準備制度理事会）の要⼈発⾔などを
受けて早期の利下げ観測が後退したものの、製造業景況感の改善や半導体セクターへの好業績期待を追い風に、
上昇しました。その後はCPI（消費者物価指数）が事前予想よりもやや上振れたことなどから、上値の重い動き
となりました。下旬は、AI関連市場の成⻑を背景に好決算を発表した半導体のエヌビディアが⼤きく上昇したこ
とが好感されてS&P500インデックスは⼀段⾼となり、史上最⾼値を更新して月末を迎えました。欧州株式市場
は上昇しました。利下げ期待の⾼まりに対して、ECB（欧州中央銀⾏）がけん制する動きも⾒られましたが、イ
ンフレの鈍化や低調だった景気に持直しが⾒られたことから、米国市場に追随する展開となりました。中国の⾦
融緩和措置もサポート要因となりました。
（債券）米国では、⻑期⾦利（10年国債利回り）は上昇しました。雇⽤統計やCPIが市場予想を上回るなど景気
の底堅さや根強いインフレ圧⼒が意識されたことに加え、FRB⾼官から早期利下げに慎重な発⾔が相次いだこと
などから、⾦利は上昇しました。ユーロ圏では、⻑期⾦利（ドイツ10年国債利回り）は上昇しました。米⾦利
上昇の影響に加え、ECB⾼官から早期の利下げに慎重な発⾔がみられたことなどから、⾦利は上昇しました。
（為替）米ドル/円は、米ドル⾼・円安となりました。FRBによる早期の利下げ観測が後退したことや、⽇銀が
マイナス⾦利解除後も当⾯緩和的な⾦融環境を維持するとの⾒⽅が広がったことから、米ドル⾼・円安となりま
した。ユーロ/円は、ユーロ⾼・円安となりました。ECBによる早期の利下げ観測が後退したことや、⽇銀がマ
イナス⾦利解除後も当⾯緩和的な⾦融環境を維持するとの⾒⽅が広がったことから、ユーロ⾼・円安となりまし
た。

＜運⽤経過＞
株式の保有比率は、前月からやや拡⼤させました。市場動向などを踏まえて、地域配分では先月に引き続き米国
と⽇本のオーバーウェイトを維持しました。米国の組⼊れでは、優良銘柄や⾼成⻑が期待できる割安銘柄を重視
し、⽇本では内需関連銘柄を増やしました。業種配分では情報技術のオーバーウェイトを維持しつつ、⼈口⾼齢
化で恩恵を受けやすく景気減速の影響を受けにくいヘルスケアを引き続き選好しました。個別では、過去10年
の⽔準と比べたバリュエーション（投資価値評価）が他のセクターよりも魅⼒的であると判断し、米国のエネル
ギー会社への配分を増やしました。また、需給の不均衡により、原油価格やその他のコモディティ（商品）価格
が底堅く推移する可能性も想定しています。
債券の組⼊比率は、前月からやや縮⼩させました。なお、ポートフォリオ全体のデュレーション（投資資⾦の平
均回収期間︓⾦利の変動による債券価格の感応度）は、前月と変わらず1.7年としました。デュレーションへの

※ 作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等をお約束するものではありません。

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト
日興ブラックロック・ハイ・クオリティ・アロケーション・ファンド（米ドル建て）

※ このページは組⼊投資信託をシェアクラスとして含む「ブラックロック・グローバル・ファンズ－グローバル・アロケーション・ファンド」について、ブラックロック・ジャパン
株式会社から提供を受けたデータおよび情報を基に記載しています。

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

14枚組の5枚目です。
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最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

ファンドマネージャーコメント
配分は⼤部分を米国が占めており、FRBによる⾦融引き締めの終了が視野に⼊る中で3〜5年ゾーンへの配分を維
持する⼀⽅で、⻑期債への配分は抑えました。国債への配分を減少させて、社債への配分を増加させました。
ポートフォリオでは社債や証券化商品などを引き続き選好しています。
⾦関連へは、前月に引き続き配分しませんでした。
現⾦に関しては、株式への配分を⼩幅に増加させたことにより、組⼊比率を引き下げました。
当月末の資産構成ですが、株式は資産全体の70％、債券は28％、コモディティ関連は0％、現⾦等は2％。主に
株式の組⼊比率を引き上げ、債券と現⾦の組⼊比率を引き下げました。

＜今後の運⽤⽅針＞
最近の米国の経済指標は底堅さを維持しています。堅調な労働市場、予想を上回る⽣産性や賃⾦の伸びなどが経
済を下支えしています。米国の株価は企業ファンダメンタルズ（業績、財務内容などの基礎的諸条件）を反映し
た⽔準にあると思われますが、情報技術、⼀般消費財・サービス、およびコミュニケーション・サービスなどの
セクターにおける⼀部のAI関連銘柄の株価は割⾼な⽔準にあると考えます。ただし、これらのAI関連銘柄の株価
は市場全体に対してプレミアムで取引されているものの、業績の伸びが非常に⾼いことや、主要事業において寡
占的地位を確⽴していることなどを踏まえると、割⾼な株価は正当化されると考えられます。
米国以外では、欧州経済の低迷が続いており、欧州の経済市場は成⻑が停滞していることを⽰唆しています。
ECBの利下げ開始は数ヵ月後になる⾒込みであることや、中国への輸出需要も停滞していることなどを踏まえる
と、欧州株は米国株をアンダーパフォームすることも推測されます。株価は2024年に上昇基調を維持する可能
性があると予想されますが、去年と異なる展開になる可能性もあります。株式については、安定成⻑企業や優良
企業を引き続き選好しており、これらの企業は景気減速局⾯でアウトパフォームする可能性があると考えていま
す。その他では、景気敏感セクターの中で、景気減速に耐えられると考えられる銘柄への配分を増やしました。
債券については、デュレーションのポジションをやや増やす⼀⽅で、米国のイールドカーブ（利回り曲線）の短
中期ゾーンへの配分を維持しています。米国は巨額の財政⾚字を補填するために⼤量の国債を発⾏する必要があ
ることから、米⻑期国債については引き続き慎重な姿勢を維持する⽅針です。⼀⽅、米国債を除く他の債券セク
ターは、過去15年間において、非常に魅⼒的な名目利回りを提供しています。当ファンドは、社債、証券化資
産、および新興国のソブリン債（政府や政府機関、国際機関などが発⾏する債券）の配分を維持しており、これ
らが債券配分の⼤部分を占めています。また、リスク許容度を踏まえ、デュレーションを含む様々な⼿段でポー
トフォリオ・ヘッジを⾏っており、デリバティブ（⾦融派⽣商品）を保有するとともに、⼀定のキャッシュ

※ 作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等をお約束するものではありません。

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト
日興ブラックロック・ハイ・クオリティ・アロケーション・ファンド（米ドル建て）

※ このページは組⼊投資信託をシェアクラスとして含む「ブラックロック・グローバル・ファンズ－グローバル・アロケーション・ファンド」について、ブラックロック・ジャパン
株式会社から提供を受けたデータおよび情報を基に記載しています。

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

14枚組の6枚目です。



ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託（米ドル建て）

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

ファンドマネージャーコメント
比率と為替ポジションを維持しています。

※ 作成時点のものであり、将来の市場環境の変動等をお約束するものではありません。

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト
日興ブラックロック・ハイ・クオリティ・アロケーション・ファンド（米ドル建て）

※ このページは組⼊投資信託をシェアクラスとして含む「ブラックロック・グローバル・ファンズ－グローバル・アロケーション・ファンド」について、ブラックロック・ジャパン
株式会社から提供を受けたデータおよび情報を基に記載しています。

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

14枚組の7枚目です。



ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託（米ドル建て）

ファンドの目的および投資方針
ファンドの投資目的は、その資産のほぼ全て（通常の状況においては、その資産の最低85%相当）を、ルクセンブルグにおいて登録されている
変動資本を有するオープン・エンド型投資法⼈（SICAV）であるブラックロック・グローバル・ファンズのサブ・ファンドであるグローバル・アロケーション・
ファンドのクラスX2（米ドル建て）投資証券（以下「投資先ファンド」といいます。）に投資することにより、信託財産の中⻑期的な成⻑を目指す
ことです。
投資先ファンドの投資目的は、主として、トータル・リターンの最⼤化を追求することです。投資先ファンドは、世界（各国）の⺠間企業および政府
系発⾏体の両方の株式、債務証券ならびに短期証券に、規定された制限なく投資します。通常の状況において、投資先ファンドは、その総資産
の少なくとも70%を⺠間企業および政府系発⾏体の証券に投資します。投資先ファンドは、原則として、投資先ファンドの投資顧問会社が割安
であると判断する証券に投資することを追求します。また、投資先ファンドは、⼩規模会社および新興成⻑企業の株式に投資することができます。
投資先ファンドは、債務証券への投資部分の⼀部を譲渡性のあるハイ・イールド債券に投資することもできます。通貨エクスポージャーは柔軟に管
理されます。
ファンドおよび投資先ファンドの基準通貨は、米ドルです。

ファンドの特色
1. 主として世界各国の株式や債券など、さまざまな資産への分散投資により信託財産の中⻑期的な成⻑を目指します。

・ ファンド・オブ・ファンズ方式で運用を⾏います。
・ 世界中のさまざまな資産（株式・債券など）、国・地域、セクターなどから、投資魅⼒度が⾼いと判断する資産や個別証券を発掘します。
・ 投資環境に応じて株式や債券などの各資産への配分⽐率や個別証券への投資⽐率を機動的に変更します。

2. 実質的な運用は、マルチアセット運用に精通したブラックロック・インベストメント・マネジメント・エル・エル・シーが⾏います。
・ ファンドの投資運用会社は、三井住友DSアセットマネジメント株式会社です。
・ ファンドの運用の指図に関する権限の⼀部を、ブラックロック・ジャパン株式会社に委託します。

3. ファンドは米ドル建ての外国投資信託です。
・ 米ドル建ての投資先ファンドに対し、対円での為替ヘッジは⾏われません。

 ※⽇興ブラックロック・ハイ・クオリティ・アロケーション・ファンド（米ドル建て）は、アンブレラ・ファンドである⽇興ワールド・トラストのサブ・ファンドです。
なお、アンブレラとは、1つの投資信託の下で1つまたは複数の投資信託（サブ・ファンド）を設定できる仕組みのものを指します。

※資⾦動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト
日興ブラックロック・ハイ・クオリティ・アロケーション・ファンド（米ドル建て）

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

14枚組の8枚目です。



ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託（米ドル建て）

リスク要因
受益証券への投資には、国際⾦融市場におけるすべての投資に共通する⼤きなリスクが伴います。投資を⾏おうとする方は、受益証券に投資する
メリットおよび妥当性を評価する際に、特に以下の要因を⼊念に検討するべきです。受益証券の価格は、上昇する場合もあれば下落する場合も
あるため、投資者は当初の投資額を回収することができない可能性があります。したがって、ファンドへの投資は、投下資本をすべて失うリスクを負担
できる方のみが⾏うべきです。ファンドは、収益⽔準に関係なく各種の報酬と費用を⽀払う責任を負います。
ファンドの受益証券1口当たり純資産価格の変動要因としては、主に以下のものが挙げられますが、これらに限定されるものではありません。したがっ
て、投資者の皆様の投資元本は保証されているものではなく、受益証券1口当たり純資産価格の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むこ
とがあります。これらの運用および為替相場の変動による損益は、すべて投資者の皆様に帰属します。投資信託は預貯⾦と異なります。詳細につい
ては、投資信託説明書（請求目論⾒書）の該当箇所をご参照ください。

ファンドのリスク
■ 投資リスク

ファンドが投資目的を達成できるという保証はありません。管理会社は、ファンドへの投資にはリスクが伴うことに鑑みて、ファンドへの投資を中⻑期
的投資と考えることを投資者に対して推奨します。

■ 管理会社および投資運用会社への依存
ファンドの投資対象への投資運用と投資指図は、ファンドの投資ガイドラインの範囲内で信託財産の投資運用に完全な責任を負う管理会社の
責任下にあります。管理会社は、その権限と責任を投資運用会社に委託し、投資運用会社は、ファンドの投資対象の選定、指図、評価および
監視に関する完全な裁量権を有します。

■ 時間外取引およびマーケットタイミング
管理会社は、時間外取引もしくはマーケットタイミングまたはその他類似の取引類型を認めていません。かかる取引実施を回避するため、受益
証券の発⾏および買戻しは未知の価格で⾏われ、管理会社は、⼀定の締切時刻以降に受領した注⽂を受け付けません。管理会社は、マー
ケットタイミング⾏為が疑われる者からの買付注⽂を拒否する権利を有します。

■ 運用歴
ファンドの運用歴は限られており、投資運用会社の過去の実績は必ずしも投資運用会社またはファンドの将来の実績の指標とはなりません。

■ 投資先ファンドへの投資に係るリスク
ファンドは、実質的にその資産のすべてを投資先ファンドの投資証券に投資することを意図するため、投資先ファンドのポートフォリオの分散および
／または流動性によってはファンドの投資について分散または流動性が⽋けるおそれがあります。それ故に、投資先ファンドのパフォーマンスの悪化
は、ファンドのパフォーマンスの悪化を招きます。

■ 報酬の重複
受託会社、管理会社、投資運用会社、管理事務代⾏会社、保管会社、代⾏協会員、⽇本における販売会社およびファンドのためのその他
の業務提供会社の費用および報酬に加え、ファンドはまた、投資先ファンドの資産から⽀払われることがある全報酬および費用（投資先ファンド
の業務提供会社に⽀払われる報酬および費用を含みます。）を按分して間接的に負担します。

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト
日興ブラックロック・ハイ・クオリティ・アロケーション・ファンド（米ドル建て）

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

14枚組の9枚目です。



ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託（米ドル建て）

リスク要因
投資先ファンドの主な投資リスク
■ 株式リスク

株式の価値は⽇々変動し、株式に投資する投資先ファンドは重⼤な損失を被ることがあります。株式の価格は、個別の国のレベルで、また、
経済成⻑、インフレーションおよび⾦利のトレンド、企業業績レポート、⼈口動態上の傾向ならびに⼤規模災害を含むより幅広い経済上およ
び政治上の変化といった多くの要素によって影響されえます。

■ 譲渡性のある債券
債券は実際上および認識上両方の信用⼒の評価の影響を受けます。
投資先ファンドは、実勢⾦利の変動および信用⼒に関する判断に影響されることがあります。⼀般的に⾦利が下落すると債券（固定利付証券）
の価格は上昇し、⾦利が上昇すれば債券（固定利付証券）の価格は下落するので、投資先ファンドの資産価額は⼀般的に市場の⾦利変動
の影響を受けます。

■ 通貨リスク－基準通貨
投資先ファンドはその基準通貨以外の通貨建ての資産に投資することがあります。基準通貨と資産の表⽰通貨の間の為替レートの変動により、
基準通貨建ての資産の価額は上昇または下落します。投資先ファンドは、通貨リスクをコントロールするために、ヘッジ目的でデリバティブを含む
⼿法および⾦融商品を利用することがあります。ただし、投資先ファンドのポートフォリオまたはポートフォリオ内の特定の資産に関する通貨リスク
を完全に抑えることが可能でないまたは実際的でないことがあります。更に、投資先ファンドの投資方針に別段に定められる場合を除き、投資先
ファンドの投資顧問会社は、投資先ファンド内の通貨リスクの軽減を図る義務を負いません。

■ ディストレスト証券
債務不履⾏中または債務不履⾏となる⾼いリスクを有する会社が発⾏している証券（「ディストレスト証券」といいます。）への投資は⼤きな
リスクを伴います。
投資先ファンドによる財務状態の弱い企業や機関の株式関連証券または固定収益の譲渡性のある証券への投資は、資本の相当な需要や
マイナスの⾃⼰資本を有する発⾏体、また、破産や再建⼿続下にある、かかる⼿続下にあった、またはかかる⼿続下になりうる発⾏体を含む
ことがあります。

■ ⼩規模企業
多くの⼩規模会社の株式は、取引頻度が低く、その取引量も少なく、また⼤会社の株式と⽐較して、突然のまたは不規則な価格変動にさら
されることがあります。また、⼩規模会社の証券は、⼤会社の証券と⽐較して、市場の変動に敏感なことがあります。これらの要因によって、投
資先ファンドの純資産価額が平均を上回る変動を⽰す結果となることがあります。

■ 新興国市場
新興国市場とは、経済および／または資本市場の発達⽔準が低く、株価および通貨の変動が⾼⽔準である、⼀般的に経済的に困窮して
いるかまたは発展途上の国々のことであり、以下に記載されるリスクにさらされることがあります。⒜ ⼀部の新興国市場の政府は、⺠間経済セ
クターに対して重⼤な影響⼒を⾏使し、多くの発展途上国に存在する政治的および社会的不安定は特に重⼤です。⒝ 社会的および政治
的に不利な環境で、政府は、収用、没収税、国営化、証券市場への介⼊および取引清算、ならびに海外投資の制限の付加および為替操
作に関与し、これらは将来も繰り返される可能性があります。⒞ 新興国市場において⼀般的に認められている会計、監査および⾦融報告の
実務は、先進国の実務とは⼤きく異なることがあります。⒟ 発展途上国の証券市場は、確⽴された証券市場ほど⼤きくなく、実質的な取引
量も少なく、それが結果的に流動性の不⾜と価格の⼤幅な変動をもたらします。⒠ 証券取引の決済に関連する新興国市場における実務は、
先進国の実務に⽐べて⾼いリスクを伴います。

■ デリバティブ
投資先ファンドは、市場リスク、⾦利リスクおよび通貨リスクをヘッジするため、ならびに効率的にポートフォリオを運用する目的で、デリバティブを
利用することができます。
デリバティブの活用は、投資先ファンドに⾼いリスクをもたらします。
デリバティブ取引は変動性が⾼くなる可能性があり、市場エクスポージャーに関して取引にレバレッジをかけることがあるため、当初証拠⾦の額
は、取引単位と⽐較して⼀般に⼩さくなります。相対的に⼩規模な市場の動向が、⼀般的な債券または株式に対するよりも、デリバティブに
対し⼤きな影響をもたらすことがあります。したがって、レバレッジされたデリバティブのポジションは、投資先ファンドのボラティリティを⾼めることが
あります。

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト
日興ブラックロック・ハイ・クオリティ・アロケーション・ファンド（米ドル建て）

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

14枚組の10枚目です。



ケイマン籍／オープン・エンド型契約型公募外国投資信託（米ドル建て）

お申込みメモ
ファンド営業⽇

ルクセンブルグ、米国およびケイマン諸島における銀⾏ならびにルクセンブルグ証券取引所が営業している⽇で、かつ⽇本において銀⾏および⾦融
 商品取引業者が営業している⽇（⼟曜⽇、⽇曜⽇およびクリスマス・イブを除きます。）、またはファンドに関して管理会社が随時決定するその

他の⽇。
ご購⼊（お申込）単位

10口以上1口単位
（注）ファンドは米国の居住者または法⼈、ケイマン諸島の居住者もしくは住所地を有する方（ケイマン諸島で設⽴された免税会社または

通常の非居住会社を除く。）に該当しない方に限り、申込みを⾏うことができます。
ご購⼊（お申込）価格

申込⽇における受益証券1口当たり純資産価格。（通常、申込⽇の翌ファンド営業⽇の⽇本における翌営業⽇に公表されます。）
ご購⼊（お申込）代⾦

⽇本における約定⽇（⽇本における販売会社が注⽂の成⽴を確認した⽇（通常、申込⽇の翌ファンド営業⽇の⽇本における翌営業⽇））
 から起算して⽇本における4営業⽇目までに申込⾦額および申込⼿数料をお⽀払ください。

お申込締切時間
⽇本における申込受付時間は、原則として、午後4時（⽇本時間）までとします。
上記時刻以降の申込みは、⽇本における翌営業⽇の申込みとして取り扱われます。

ご換⾦（買戻）単位
1口以上1口単位

ご換⾦（買戻）価格
申込⽇における受益証券1口当たり純資産価格。（通常、申込⽇の翌ファンド営業⽇の⽇本における翌営業⽇に公表されます。）

ご換⾦（買戻）代⾦
買戻代⾦の⽀払は、通常、⽇本における約定⽇（通常、申込⽇の翌ファンド営業⽇の⽇本における翌営業⽇）から起算して⽇本における
4営業⽇目に⾏われます。

買戻請求締切時間
⽇本における買戻請求受付時間は、原則として、午後4時（⽇本時間）までとします。

ご換⾦（買戻）制限
いずれかの買戻⽇におけるファンドに関する買戻請求通知の合計が、管理会社がその絶対的裁量により決定する⼀定の割合または⾦額を超える
場合、管理会社は、①管理会社が当該買戻請求通知に関する買戻代⾦の⽀払要件を充⾜するために⼗分な資産を換⾦するまで、かかる
買戻⽇もしくはファンドの純資産価額の計算を延期するか、または、②買い戻される受益証券の総数を管理会社が決定する⼀定の割合もしくは
⾦額まで制限することにより、受益者の買戻請求を⽐例的に縮⼩し、その後の買戻⽇に受け取る買戻請求通知に優先してその後の買戻⽇時点
で残余を買い戻すことができます。
純資産価額の算定が⼀時停⽌決定されている期間中は、受益証券の買戻しは⾏われません。

信託期間
2024年9⽉30⽇または管理会社と受託会社が⽇本における販売会社と協議のうえ随時決定するその他の⽇に終了する予定です。
なお、ファンドは2014年11⽉13⽇に運用を開始しました。

決算⽇
毎年9⽉30⽇

収益分配
管理会社が基本信託証書および信託証書補遺の規定に基づきその絶対的裁量により決定する場合、受益者に対する年次の分配を⾏うことが
できます。
管理会社は、管理会社が決定する⽇において、管理会社が決定する基準⽇におけるファンドの受益者に対し、管理会社が決定する⾦額による
分配を⾏うことができます。

課税関係
課税上は、公募外国株式投資信託として取り扱われます。

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト
日興ブラックロック・ハイ・クオリティ・アロケーション・ファンド（米ドル建て）

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

14枚組の11枚目です。
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お申込みメモ
その他

 受益証券の取得申込みを⾏う投資者は、⽇本における販売会社と外国証券の取引に関する契約を締結します。このため、⽇本における販売会
社は、「外国証券取引口座約款」およびその他所定の約款を投資者に交付し、投資者は、当該約款に基づく取引口座の設定を申し込む旨を
記載した申込書を提出します。

＜外貨建投資信託の場合の適用為替レートについて＞
外貨建投資信託の場合は、売買、償還等にあたり、円貨と外貨、または、異なる外貨間での交換をする際には、外国為替市場の動向に応じ
て⽇本における販売会社が決定した為替レートによるものとします。

ファンドの費用
投資者が直接的に負担する費用
○ ご購⼊（お申込）⼿数料

（申込口数）　　　　　　　　　　　（申込⼿数料）
1万口未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3.30％（税抜3.0％）
1万口以上5万口未満・・・・・・・・・・1.65％（税抜1.5％）
5万口以上10万口未満・・・・・・・・・0.825％（税抜0.75％）
10万口以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.55％（税抜0.5％）

お申込⼿数料は、お申込⾦額（お申込口数×1口当たり純資産価格）に、お申込⼿数料率を乗じて次のように計算されます。
お申込⼿数料（税込）＝お申込口数×1口当たり純資産価格×お申込⼿数料率（税込）
例えば、1口当たり純資産価格100.00米ドルの時に100口ご購⼊いただく場合は、
お申込⼿数料（税込）＝100口×100.00米ドル×3.30%＝330.00米ドルとなり、合計10,330.00米ドルをお⽀払いただくことになります。

（注1）管理会社および⽇本における販売会社が申込⼿数料について別途合意する場合には、それに従うものとし、上記と異なる取扱いをする
  ことができます。

（注2）上記申込⼿数料に関わる「税」とは、消費税および地方消費税を⽰します。
（注3）購⼊（申込み）⼿数料は、商品および関連する投資環境の説明および情報提供等ならびに購⼊に関する事務⼿続の対価です。

○ ご換⾦（買戻）⼿数料・・・・・・・・・・買戻⼿数料はありません。

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト
日興ブラックロック・ハイ・クオリティ・アロケーション・ファンド（米ドル建て）

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

14枚組の12枚目です。
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ファンドの費用
投資者が信託財産で間接的に負担する費用
○ ファンドに係る報酬・費用等

ファンドの純資産価額に対して、年率1.88％および下記の受託報酬の合計額、ならびにその他の費用・⼿数料がファンドの資産より控除され
ます。
＜内訳＞

（各評価⽇に発生しかつ計算され、毎⽉後払いされます。）
管理報酬 純資産価額の年率0.04％

 ファンドの設定・継続開⽰にかかる⼿続、資料作成・情報提供、運用状況の監督、リスク管理、その他運営
管理全般にかかる業務

管理事務代⾏報酬 純資産価額の年率0.08%（最低で年間12,500ユーロ）
ファンドの購⼊・換⾦（買戻し）等の受付、信託財産の評価、純資産価額の計算、会計書類作成および
これらに付随する業務

保管報酬 純資産価額の年率0.06％（最低で年間3,000ユーロ）
ファンド信託財産の保管、⼊出⾦の処理、信託財産の決済およびこれらに付随する業務

代⾏協会員報酬 純資産価額の年率0.10%
目論⾒書、運用報告書等の販売会社等への送付、受益証券1口当たり純資産価格の公表およびこれらに
付随する業務

販売報酬 純資産価額の年率0.70%
受益証券の販売業務、購⼊・買戻しの取扱業務、運用報告書の交付等購⼊後の情報提供業務および
これらに付随する業務

（各評価⽇に発生しかつ計算され、四半期ごとに後払いされます。）
投資運用報酬 純資産価額の年率0.90%（投資運用会社は副投資運用会社に対し、投資運用報酬から副投資運用報酬

を⽀払います。）
ファンドに対する投資運用業務

○ 受託報酬 （各評価⽇に発生しかつ計算され、四半期ごとに後払いされます。）
純資産価額の年率0.01%（最低で年間15,000米ドル、最⾼で年間30,000米ドル）

○ その他の費用・⼿数料
仲介⼿数料、その他の運営費用（監査⼈および法律顧問の報酬、保管料、適用法令に基づいて必要な報告書または書類を作成し、配布
する費用等）がファンドにより⽀払われます。これらについては運用状況等により変動するものであり、事前に料率、上限額等を⽰すことができ
ません。

投資先ファンドの報酬および費用
○ 投資先ファンドに係る報酬・費用等

投資先ファンドの管理報酬はかかりません。
管理事務代⾏報酬、保管報酬等は投資先ファンドの信託財産から負担されます。これらは定率ではないために事前に料率等を表⽰すること
ができません。
このほか、投資先ファンドの設定・開⽰に関する費用（監査報酬、弁護士報酬等）、組⼊有価証券の売買の際に発生する売買委託⼿数
料等がかかります。

※上記⼿数料等の合計額については、投資者の皆様がファンドを保有される期間等に応じて異なりますので、表⽰することができません。

税⾦
投資信託説明書（交付目論⾒書）の「⼿続・⼿数料等」をご覧ください。

最終ページの「当資料のご利用にあたっての注意事項」を必ずご覧ください。

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト
日興ブラックロック・ハイ・クオリティ・アロケーション・ファンド（米ドル建て）

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

14枚組の13枚目です。
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＜ファンドの関係法⼈＞
ファンドの運営上の役割 会社名等
管理会社 SMBC⽇興インベストメント・ファンド・マネジメント・カンパニー・エス・エイ

　　ファンド資産の運営・管理、受益証券の発⾏、買戻しを⾏います。
投資運用会社 三井住友DSアセットマネジメント株式会社

　　投資運用業務を⾏います。
副投資運用会社 ブラックロック・ジャパン株式会社

　　副投資運用業務を⾏います。
受託会社 ワールド・ファンド・リミテッド

　　ファンドの受託業務を⾏います。
保管会社／管理事務代⾏会社 SMBC⽇興ルクセンブルク銀⾏株式会社

　　ファンドの資産の保管業務および管理事務代⾏業務を⾏います。
代⾏協会員／⽇本における販売会社 SMBC⽇興証券株式会社

　　⾦融商品取引業者　関東財務局⻑（⾦商）第2251号
　　加⼊協会︓⽇本証券業協会、⼀般社団法⼈⽇本投資顧問業協会、　
　　　　　　　　　⼀般社団法⼈⾦融先物取引業協会、
　　　　　　　　　⼀般社団法⼈第⼆種⾦融商品取引業協会
　　⽇本における代⾏協会員業務および受益証券の販売・買戻業務を⾏います。

 当資料のご利用にあたっての注意事項
● 当資料は、管理会社等から提供された情報を基に三井住友DSアセットマネジメントが作成した資料であり、⾦融商品取引法に基づく開⽰書

類ではありません。
● 当資料の内容は作成基準⽇現在のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、将来に関し述べられた運用方針・市場⾒通し

も変更されることがあります。当資料は管理会社および三井住友DSアセットマネジメントが信頼性が⾼いと判断した情報等に基づき作成して
おりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。

●  当資料に掲載されている数値・図表等は特に断りのない限り当資料作成⽇現在で⼊⼿可能なものに基づいております。なお当資料中のいか
なる内容も将来の投資収益の獲得を⽰唆ないし保証するものではありません。

● 投資信託は、預⾦や保険契約とは異なり、預⾦保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また銀⾏など登録⾦融
機関で購⼊された場合、投資者保護基⾦の⽀払いの対象とはなりません。

● 投資信託の運用による損益は、すべて投資家の皆様に帰属します。ファンドをお申込の際には、SMBC⽇興証券株式会社より投資信託説明
 書（交付目論⾒書）をお渡ししますので、必ず詳細をご確認のうえ、お客様ご⾃⾝でご判断ください。

マンスリー・レポート

日興ワールド・トラスト
日興ブラックロック・ハイ・クオリティ・アロケーション・ファンド（米ドル建て）

作成基準⽇︓2024年2⽉29⽇

14枚組の14枚目です。


